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第2回日本文化の継承親子・家族・地域住民ふれ

あい交流もちつき大会及び自主防災炊き出し訓

練報告

『くるくる』来訪者の皆様へ、寒波が

到来し、毎日寒い日が続きます。

皆様体調に留意下さい。

東久留米市も、自然環境に恵まれ、早

朝、多くの畑に霜柱が立ち、露地野菜

が甘さを増し、美味しくなる季節にな

りました。

この寒さの中、子供達が、自ら体を使

い、威勢よく、餅つきを行いました。

餅つきは、地元の農家で、師走の行事

として、今も、引き継がれています。

門前自治会として、地元の文化を、未

来ある子供達に、承継してもらうため

に、地元で行われていた方法で、餅つ

き大会を行いました。

この行事に、多くの子達・家族等が参

加し、餅つき作業に協力して下さいま

した。

子供達の感想

『自分の体を使って搗いた餅は、美味

しかったよ。又、搗いた餅の味付け作

業は、楽しかったよ』。

・・・お餅食べて元気になって

ね！

この様子を、多くの方に発信し、子供

たちの元気な笑顔を、お届けします。

主催：門前自治会

後援：野島農園関係者一同、東久留米

MOA健康生活（自然農法）ネットワー

ク、JA東京みらい東久留米駅前支店、

神山大橋自治会、門前会、東久留米市

町おこし実行委員会市民の会、 (社)東

村山法人会東久留米第２支部、東部地

域ふれあい交流会（東部地域自主防災

組織）、美多摩新聞社等

参加者：延べ150名

平成23年12月11日(日)、野島

農園(東久留米大門町1-3-19 経

営主:野島貞夫（門前自治会会

長）)にて、餅つき大会が開催

されました。

地域の子供達、家族等が約150

名参加致しました。

前日に、実行委員役員等が集

まり、右記の段取りの準備を

行いました。

�杵を亀の子タワシで洗い、

水に浸し、水で絞めて、水漏

れ及び割れ防止対策。又、杵

の先端(餅に当る面)の割れ目を

グラインダーで研磨しまし

た。割れ目があると、餅を搗

いた時、その部分から木くず

が落ち、餅に入ってしい、一

緒に食べてしまう恐れがある

為、その対策を致しました。

�餅米(24�)を研ぎ、水に浸

す。

�味噌汁の具の大根等をカッ

ト。

�竈にくべる薪を、竈に入る

サイズの薪を作りました。

（薪は、野島農園の植木等を

剪定した枝等を使用）

今回の餅つき大会は、多くの

子供達に餅を搗いて頂くため

に、餅を蒸す竈（釜・セイ

ロ）と臼をそれぞれ2セット用

意致しました。

当日、役員は早朝9時に集合

し、準備致しました。段取り

良く行うために、10時頃より

餅米を蒸し始めました。

先に来た子供達は竈に薪をく

べ、セイロで餅米を蒸す工程

にも参加して頂きました。

約40分後、最初の餅米が蒸し

あがりました。

子供達に竈に薪をくべるのを手伝っ

てもらいました

2台使って効率良く行いました

蒸しあがった餅米を、臼に入

れて小型の杵で、餅米を周り

から、3人で押しながら、形を

作ったのち、大型の杵で搗き

始めました。

均等に杵が当たるように、餅

を返し、リズミカルにつき始

めました。

テンポ良くやっています 力強く ヨイショ〜

約７分つくと、大方餅が搗き

あがったので、お父さん、お

母さん達にも加わって、餅を

搗いて頂きました。

JA駅前支店長応援に駆けつけてくれ

ました！

JA職員も応援！

その後、子供達に順番に並ん

でもらい、小型の杵で順番

に、餅を搗いてもらいまし

た。

子供もヨイショ〜！ こっちもヨイショ〜！

第一回目の餅が搗き終わりま

した。

その頃になると、多くの参加

者が集まって下さりました。

予定の、開始時間になりまし

たので、司会：野島武夫氏

（東部地域ふれあい交流会事

務局）より今日の工程の説明

がありました。

たくさんの人が集まりました 司会の野島武夫氏より今日の工程の説明

その後、自治会長 野島貞夫氏

より、「今日は、晴れて頂き

たいので、事前に『てるてる

坊主』を作り、晴れの神様に

念願しておきました。

皆様の、日頃の行いが良いの

で、願いが適い、晴天にな

り、又、多くの家族が参加し

て下さり、参加してくれたこ

とが、役員の励みになり、大

変感謝しています。

今日の行事は、門前自治会が

主催していますが、多くの団

体等の協力を頂き、開催する

事が出来ました。

又、この後、記念撮影及び全

行程の写真撮影を、専任の担

当者数名が行います。

記録した写真等は、門前自治

会会報誌、ネット『くるく

る』等へ掲載致しますので、

ご協力下さい。

お子様の餅つきをしている様

子を、自由に撮影して下さ

い。又、専任の担当者がいま

すので、気軽にお声をかけて

下さい」

と挨拶がありました。

門前自治会長 野島貞夫氏 『てるてる坊主』に晴れ祈願！

次に、実行委員長 島元晟光氏

（青少協担当理事）より、

「門前自治会として、未来あ

る子供達を学校、家庭、地域

で育成するために、今回の餅

つき大会を計画致しました。

今回で2回目ですので、子供達

に、自分達で杵と臼を使って

餅を搗き、食育の一環とし

て、搗きあがったお餅の料

理、味付けにも参加して頂き

ますので、皆様のご協力をお

願い致します。」と、挨拶と

行事の趣旨が説明されまし

た。

挨拶 実行委員長 島元晟光氏 餅米を蒸しています。（MOAの皆様）

その後、次の餅米が蒸しあ

がったので、餅米を臼に入れ

て、お父さん、お母さん達

に、形が整う迄、搗いて頂

き、大方餅が搗きあがると、

子供達に順番に杵で餅を搗い

てもらいました。
自治会長も力強く餅を搗く！ 大きく振りかぶって一気に振り下ろす！

力強い音が鳴り響く 女性も参加 力強くヨイショ〜！

大方搗きあがった餅は子供達にバト

ンタッチ

頼もしい振り上げ！

この行程を約12回行いまし

た。この結果、参加者の多く

の方が、家族で餅つき体験に

トライしていただきました。

搗きあがったお餅を、お母様

達と子供達が一緒になって、

磯辺餅、きな粉餅、あんころ

餅、からみ餅等に料理し、味

付けの作業に、楽しんで取り

組んでくれました。

分ける時、餅がくっつきやす

いので、片栗粉でコーティン

グして、手で千切りました。

子供達は、大人の指示に従っ

て、素直に料理に参加し、嬉

しい様子でした。

子供達もお餅の味付けに参加
手触りは幼いころに作ったどろ団子ににて

いるかな？

出来あがったお餅料理を、多

くの参加者が「おいしい！美

味しい!!･･･キメが細かくて、

コシがあって、よく伸び

る！」と食べていました。

又、農園で収穫された野菜

（大根、ネギ）や油揚げなど

を具にした味噌汁を、美味し

そうに飲みながら、参加者の

会話は弾み、楽しみながら、

地域住民の懇親と交流を図る

ことが出来ました。

親子で味付けに参加 おいしい!!

もりもりたべてね♪ 受付手伝いありがとう!

並んで食べたい大行列

作る側は大忙し

又、今回の餅つき大会は、防

災炊き出し訓練を兼ねて行い

ました。

災害等で、電気・ガスなどが

使用できなくなった場合を想

定し、薪（野島農園の植木等

を剪定した枝等）を燃料にし

て、竈でセイロを使って餅米

を蒸しました。又、薪ストー

ブを使用して、お湯を沸かし

ましました。

災害に備えて、電気・ガスが

使用不可になったとき、行政

の支援がある迄、薪や固形燃

料を使用して、約3日間は、各

家庭で自活できる準備（食

料、水、燃料などを保存）を

して頂きたいと思っていま

す。

薪ストーブでお湯を沸かす

竈でお米を炊くのも一種の災害訓練

尚、永世中立を掲げている

『スイス』は、欧州が戦争に

なった時、主食である小麦の

輸入が困難になるため、新し

い小麦は備蓄して、1年以上備

蓄した小麦をパン等に加工し

ています。

古い小麦は、味が劣ります

が、国民が平和の代償とし

て、皆、我慢して、危機管理

に備えています。

更に、『スイス国民』は、災

害に備えて各家庭で、約10日

間、自力で生活できる準備が

されていると言われていま

す。（危機管理に対応する国

民の意識が高く、『国民が、

過去の歴史から学び、最低１

０日間、自らの命は、自ら守

る』志と自立心があり、家族

を大切にする民族でありま

す）。

裏方でお味噌汁を作って頂いた、東久留米

MOA健康生活ネットワークの方々に感謝！

お味噌汁美味しかったです♪

参加者の多くの方が、餅つき

を楽しんで下さり、あっとい

う間に時が過ぎ、終了時間に

なりました。

閉会の挨拶として、島元晟光

氏より、「餅つき大会を、楽

しく終わる事が出来たことを

感謝して、お父さん、お母さ

ん、関係者の皆様に感謝の

『ありがとうございます』と

お礼を言いましょう」と挨拶

をして、参加者全員で、大き

な声で『有難うございます』

とお礼を言って、無事に終わ

りました。

参加者が、帰る際に、野島農

園で生産された、富有柿を希

望者に、土産として配布（風

邪予防）しました。

参加者が解散した後、役員が

手分けして、ご近所の皆様

に、早朝より迷惑（騒音・防

災抱きだし訓練：薪を竈で燃

やす工程等）をおかけました

ので、お餅を配りました。

−−−−−−−−−−−−−

−

閉会の挨拶 島元晟光氏(実行委員長) 役員がお土産を配布

今回の裏方の分担作業に、多

くの団体の協力を頂きまし

た。

味噌汁作り・餅米を蒸す工程

等は、東久留米MOA健康生活

ネットワーク。

搗きあがった餅を料理・味付

け作業に、自治会女性部、参

加したお母様達と友人。

餅つき作業は、自治会役員、

野島農園関係者、下山親睦会

池田恭則氏、JA東京みらい農

協駅前支店、門前会、美多摩

新聞社等。

農園の柿収穫・袋詰め作業等

に野島農園関係者。

皆様のご協力により、

今回の行事が行えた事を感

謝致します。

更に、参加動員に協力頂い

た、第二小学校、大門中学

校、第六小学校、青少協役

員、美多摩新聞社、「くるく

る」（ネット２４時間参加募

集案内）等に感謝致します。

−−−−−−−−−−−−−

−

最後に、門前自治会として、

本年度は、主に子供達を対象

にした事業は、

1.体験農業（食育）

�７月中：ジャガ芋掘り・枝

豆収穫

�１０月末：さつま芋掘り

2.地域の連帯・絆つくり

�７月末：『門前祭り』

（主催：門前商友会、後援：

門前自治会）担当行事とし

て、ゲーム大会・太鼓叩き

3.伝統行事・文化の継承

�７月末〜８月初：『第４３

回ラジオ体操の集い』

�１２月末：『餅搗き大会』

を行いました。

−−−−−−−−−−−−−

−

更に、本年度最後の事業として、文

化庁観光振興地域活性化事業『伝統

文化こども日本舞踊教室発表会』

指導：創舞流 創舞吉之城

後援：門前自治会等

日時：平成24年2月12日(日)

午後1時〜3時頃迄

会場：まろにえホール

（東久留米市生涯学習センター）

にて、開催します。

地域の子供たちが、７月より練習し

た、成果を披露しますので、会場ま

で足を運び、家族で観劇し、声援を

送って下さい。

演舞する子供達が喜び、愛情深い子

供に育つと思います。

詳細は、後日、『くるくる』等に

て、ご案内します。

−−−−−−−−−−−−−−

来年度も、学校・家庭・地域

で、未来のある子供達を健全

に育成するために、『地域の

特徴を生かした、体験の場を

提供し、全人教育の一環とし

て』、事業を推進して行きた

いと、役員一同考えていま

す。

しかし、門前自治会単独で

は、事業を円滑に推進できな

いので、今回支援頂きました

皆様に、来年度もご協力を宜

しくお願い致します。

−−−−−−−−−−−−−

−

・上記では載せられなかっ

た、当日の写真をここに載せ

ます。

−−−−−−−−−−−−−

−

−−−−−−−−−−−−−−

搗きあがったお餅に味付け中

どんどんできるお餅に味付け奮闘中 搗きあがったら、次の餅米を投入

搗き始めは大人から

親子でヨイショ〜！

二人で一緒にヨイショ〜!!

裏方では味噌汁作り たくさんのお土産の柿

立看板を作って募集をしました

門前自治会長 野島貞夫氏

−−−−−−−−−−−−−

−

−−−−−−−−−−−−−

−

−−−−−−−−−−−−−−

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

前のページへ戻る

東久留米のふれあい情報サイト くるくる


